
薬剤性味覚障害について	
味覚障害とは：	
　味覚障害の症状は様々で、部位的には舌の一部や片側が、また舌全体が味覚を感じない
ことがあります。味覚障害の程度も、濃い味でないと感じないもの（味覚減退）や、全く味を感

じないもの（味覚消失）があります。さらに、本来の味を異なった味に感じることもあります。	

原因：	
ü  薬の副作用（薬剤性味覚障害）	
ü  糖尿病、肝障害や腎障害などの全身症状	
ü  風邪	
ü  口腔疾患	
ü  放射線治療の副作用	
ü  食生活（亜鉛の欠乏）　　　　　など．．．	

u 薬剤性味覚障害の好発時期	
　原因となりうる薬剤の服用後、直ぐに発症することもありますが、多くは約2～6週間以内に
味覚障害が起こります。服用中止後も長期にわたって症状が継続し、緩解するまで数カ月を

要することもあります。	
　味覚障害・味覚異常の報告がある当院採用薬一覧は裏面に掲載しています（裏面参照）。	

治療方法：	

①原因薬剤の中止・減量　	
②亜鉛剤の補給（味蕾の再生促進を期待して補給）※	

③口腔乾燥の治療・唾液流出の促進	
④口腔清掃とケア　	

亜鉛含有率が高い食品	

鶏卵（卵黄）、味付のり（干し）

アーモンド（乾）、かき（生）	

ココア（粉）、牛肉（和牛肉）	

など．．．	
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（裏面あり）	

早期に認められる症状	
①味（甘、塩、酸、苦）が感じにくい　②食事が美味しくない　	
③食べ物の好みが変わった　　　    ④金属味や渋味など、嫌な味がする　	
⑤味のしないところがある　　　　　　⑥口が乾く	

Check!	

※　[味蕾と亜鉛の関係]	
みらい	

亜鉛が不足	
↓	

食べ物の味を感じる器官である	
味蕾の機能低下	

↓	
味覚障害	
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u 薬剤性味覚障害の治療のポイント：原因薬剤を特定しなるべく早く治療を開始	

さらに鉄剤、ビタミン剤、漢方剤なども有効なことがある。	




